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粉 体 の 焼 結

鈴木　寿

粉体および粉末冶金 13 (1966) 209-220.

「粉体の焼結」に寄せて
 東北大学
 松原　秀彰

今回のアーカイブの記事は，1966年に本誌に掲載された鈴木寿先生の総説「粉体の焼結」で
ある．先生は 2011年にお亡くなりになったが，この記事は先生が東大の助教授時代（41才）に
執筆されたものである．本協会で鈴木先生と言えば「超硬合金の大家」と思われる方が多いと思
うが，この記事で超硬合金に関する記述はほとんどない．先生は 1969年に教授に昇任されるが，
おそらく新たな研究を進める準備の一つとして，焼結材料では何を研究すべかを考えながらこの
解説をまとめたのではないかと思う．Fe粉，Cu粉などの同種粉末の固相焼結の現象を述べ，次
に固相焼結の機構に関する理論をKuczynskiの研究を中心に，粒子の接着機構，緻密化機構の順
にまとめている．そして，液相存在下の焼結現象と焼結機構について最後に説明している．焼結
に関する古典的研究がよく整理された形でまとめられている総説であり，粉末冶金あるいは焼結
材料の技術者，研究者には是非一読していただきたいと思う．
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